
、㌔

昭和40年3月30日発行1

　　　　　　へ　
　第1q8：号塾盟
東頸城郡松代町公民館＝

館長　富　沢　清　次

電　話松代6番
印刷　松代印刷所

一
般
会
計
当
初
予
算
は

一
億
九
九
八
O
万
円

教
育
費
は
三
六
二
七
万
円
（
一
般
会
計
予
算
の
一
八
％
）

　
　
三
月
八
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
り
町
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、

昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
当
初
予
算
、
継
続
費
予
算
が
審

議
、
議
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
初
予
算
は
一
般
会
計
予
算
総
額

る　一
億
九
千
九
百
八
○
万
円
で
前
年
に
比
鞍
し
七
千
四
百
四
〇
万
円
の

増
額
で
あ
る
。
尚
、
そ
の
内
容
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

歳入歳出予算事項別明細書
款 本年度予算額 前年度予算額 比　　　較 総予算額比1

1．市　町　村　　税 25，264二円 28，977＝冊 △3，713：円 12．6％

2．地方　交　付　税 87，000 69，149 17，851 43．6
3・分担金及び負担金 3，416 2，338 1，078 1．7

4．使用料及び手数料 5，032 3，202 1，830 2．5

5・国　庫支　出　金 9．04：3 6，254 2，789 4．5

6・県　　支　出　金 7，060 3，377 3，683 3．5

7。財　産　収　　入 1，033 1，370 △　　337 0．5

8・寄　　　附　　　金 4：，800 5，525 △　　725 2．4

9．繰　　　越　　　金 3，940 3，383 557 2．0

10．諸　　　収　　　入 1，955 1，825 130 1．0

11．繰　　　入　　　金 27，457
一 27457　，

13．8
12．町　　　　　　債 23，800

一
23，800 11．9

才　入　合　計 199，800 125，400 74，400 100．0
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比　　　較
　　　1，003：冊

　　42，133

　　　8292
　　　　ン
ム1，14，1
　　　　　929

　　12，433
　　　　　　　0

　　　4，4・91

　　　1，122

△　　　18
　　　4，113

　　　1，04：3

　　　　　　　0

　　　74，400

前年度予算額
　　　　　3，027＝円

　　　　27，327

　　　　　5，140

　　　　　4・，593

　　　　　3，785

　　　　18，635

　　　　　　　228

　　　　14，219

　　　　　4，296

　　　　36，290

　　　　　2，329

　　　　　5，231

　　　　　　　300

　　　125，400

本年度予算額
　　　　　4，030；冊

　　　　69，460

　　　　13，432

　　　　　3，452

　　　　　4，714：

　　　　31，068

　　　　　　　228

　　　　18，710

　　　　　5，418

　　　　36，272

　　　　　6，4．4：2

　　　　　6，274

　　　　　　　300

　　　199，800
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三
月
町
行
事
よ
り

一
　
　
日
　
伝
染
病
舎
組
合
会
議

三
　
　
日
　
家
畜
診
療
所
打
合
せ
会

四
　
　
日
　
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
教
員
独
身
寮
建
設
打
合
会

　
　
　
　
　
農
道
開
設
打
合
せ
会

八七六五

日日日日

十十
六五

日日

十
八
　
日

一
一
十
　
日

一
一
十
三
日

一
一
十
四
日

ロの　の
ニ　の

十十
一一一』
　ノヤ
目日

移
住
者
打
合
せ
会

国
保
蓮
営
協
議
会

定
例
議
会
打
合
せ
会

定
例
町
議
会
委
員
長
会

定
例
町
議
会
（
十
日
ま
で
）

嘱
託
員
会
議

失
業
保
険
説
明
会

消
防
事
務
担
当
者
会

松
代
中
学
校
卒
業
式

山
平
、
孟
地
、
奴
奈
川
中

学
校
卒
業
式

清
水
校
卒
業
式

室
野
、
蒲
生
小
学
校
卒
業

式松
代
、
北
山
、
峠
小
学
校

卒
業
式

タ
バ
コ
專
売
公
社
会
議

役
場
事
務
年
度
収
め

　
主
な
町
の
動
行
は
以
上
の
様
で
あ
る

が
、
各
委
員
会
、
審
議
会
、
庁
内
課
長

会
は
新
年
度
計
画
審
議
の
た
め
、
随
時

開
会
さ
れ
て
い
た
。

40年2月1日現在

人口動態
総人口11．565人

　男　5・725人

　女　5．840人

世帯数　2．383戸ω
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昭
和
四
十
年
度
予
算
の

重
点
事
項

　
議
会
当
初
町
長
よ
り
四
十
年
度
に
お

け
る
予
算
の
重
点
を
細
部
に
わ
た
り
説

明
が
あ
り
、
次
に
か
x
げ
る
重
点
事
項

を
し
め
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
四
十

年
度
に
お
け
る
町
政
の
大
き
な
目
標

1。4．3．2．臥を
示
め
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

れ
た
。
尚
示
め
さ
れ
た
重
点
事
項
の
概

略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

農
業
構
造
改
善
に
対
す
る
町
当
局

の
総
合
計
画

学
校
教
育
設
備
の
充
実

災
害
の
復
旧
事
業

保
育
所
等
、
幼
児
保
育
の
充
実
を

は
か
る
と
共
に
、
一
般
民
生
事
業

の
拡
大

住
民
税
の
軽
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歓
迎
さ

昭
和
四
十
年
度
予
算
の
重
点
事
項

1
北
山
小
学
校
、
、
莇
平
分
校
の
改
築
費

　
七
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
、
教
育
施

　
設
の
整
備
を
は
か
る
。

2
町
道
の
新
設
改
良
、
並
に
一
般
土
木

　
災
害
、
公
共
土
木
災
害
、
公
共
農
林

　
災
害
の
復
旧
等
、
土
木
行
政
に
重
点

　
を
注
ぎ
、
前
年
度
よ
り
八
六
〇
万
円

　
増
額
す
る
。

3
ブ
ル
ト
ー
ザ
！
一
台
増
設
す
る
こ
と

　
に
し
て
、
五
七
五
万
円
を
計
上
し
、

　
無
雪
道
路
の
実
現
、
町
道
の
新
設
改
、

良
、
農
道
の
開
発
等
、
農
業
の
近
代

　
化
を
は
か
る
。

4
林
道
の
開
発
、
公
団
造
林
事
業
を
継

　
続
し
て
実
施
し
、
林
務
行
政
の
推
進

　
を
は
か
る
。

5
常
設
保
育
所
新
築
費
五
一
八
万
円
を

　
計
上
し
て
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
は

　
か
る
。

6
交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
カ
ー
ブ
ミ

　
ラ
ー
の
増
設
費
を
計
上
し
て
、
交
通

　
対
策
を
強
化
す
る
。

7
松
代
地
区
に
街
路
灯
の
建
設
を
は
か

　
り
、
商
業
行
政
の
推
設
を
は
か
る
。

8
松
代
高
校
の
屋
外
グ
ラ
ン
ド
整
地
事

　
業
に
協
力
し
て
、
高
校
教
育
の
向
上

　
を
は
か
る
。

9
住
民
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

　
産
税
の
税
率
を
前
年
度
同
様
一
・
六

　
と
し
て
、
住
民
税
は
国
の
方
針
に
基

　
い
て
但
書
方
式
を
本
文
方
式
に
改
め

　
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
。

10

経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
極
力
適
正

　
化
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
計
り

　
職
員
の
増
員
は
最
少
限
度
に
と
め
る

U
特
別
会
計
は
、
そ
の
事
業
の
実
績
を

　
充
分
勘
案
し
て
推
進
し
、
事
業
目
的

　
に
添
う
よ
う
つ
と
め
る
。

松
代
町
議
会
常
任
委
員
会
決
定

　
新
年
度
予
算
の
可
決
を
み
た
町
議
会

で
は
、
新
た
に
各
常
任
委
員
を
任
命
、

そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員
会
の
編
成
を
行
っ

た
。
新
た
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会
は
左

の
通
り
で
あ
る
。
　
（
◎
印
委
員
長
　
○

印
副
委
員
長
）

総
務
文
教
委
員
　
◎
武
田
　
良
平

　
　
　
　
　
　
　
○
山
本
　
昇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
新
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
文
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
菊
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
芳
平

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
利
作

土
木
常
任
委
員
　
　
井
上
　
良
平

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
文
次

　
　
　
　
　
　
　
◎
石
野
　
勝
以

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
島
啓
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
田
　
清
一

　
　
　
　
　
　
　
〇
山
岸
　
勝
重

産
業
経
済
常
任
委
員
佐
藤
　
兼
作

　
　
　
　
　
　
　
◎
柳
　
喜
三
次

　
　
　
　
　
　
　
○
米
持
幸
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
元
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
忠
平

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
一
郎

社
会
常
任
委
員
　
　
若
井
　
金
八

　
　
　
　
　
　
　
◎
小
堺
　
盛
一

　
　
　
　
　
　
　
〇
武
田
雄
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
和
政
則
、

　
　
　
　
　
　
　
　
若
月
　
正
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
武
雄
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①
議
会
費
は
四
〇
三
万
円

②
総
務
費
は
六
九
四
六
万
円

　
主
な
事
業
は
四
十
年
度
、
四
十
一
年

度
に
わ
た
り
二
年
継
続
事
業
の
本
年
度

分
と
し
て
三
九
八
五
万
円
が
決
定
さ
れ

他
に
三
回
行
な
わ
れ
る
選
挙
費
が
一
五

一
万
円
。
ま
た
松
代
高
校
グ
ラ
ン
ド
整

地
が
初
ま
る
の
で
二
八
万
円
の
地
元
負

担
金
、
そ
れ
に
松
代
街
路
灯
設
置
助
成

金
と
し
て
四
五
万
円
、
町
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
道
路
の
曲
り
角
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
十
八
ケ
所
に
設
置
予
定
で
三
九

万
円
が
主
な
る
も
の
。

③
民
生
費
は
一
三
四
三
万
円

　
主
な
事
業
は
町
立
保
育
所
（
通
年
）
の

建
築
（
延
坪
数
八
七
坪
）
が
五
一
八
万
円

保
育
所
費
が
一
二
六
万
円
と
主
力
を
こ

こ
に
お
き
、
他
の
季
節
保
育
所
費
も
一

一
〇
万
円
を
見
込
ん
で
あ
る
。
又
老
人

ク
ラ
ブ
育
成
の
た
め
九
万
円
を
計
上
、

又
生
活
保
護
費
と
し
て
四
六
四
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

④
衛
生
費
は
三
四
五
万
円

除
班
育
成
費
と
し
て
六
八
万
円
も
計
上

さ
れ
て
い
る
。

0
商
工
費
は
二
二
万
円

⑧
土
木
費
は
一
八
七
一
万
円

　
道
路
維
持
費
と
し
て
四
六
〇
万
円
こ

れ
は
前
年
度
よ
り
四
三
万
円
の
増
額
で

あ
る
。
ま
た
道
路
新
設
改
良
費
と
し
て

六
〇
六
万
円
こ
れ
も
三
三
五
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
る
線
は
、
田

沢
、
下
山
の
村
内
線
他
一
三
路
線
と
な

っ
で
い
る
。
ま
た
橋
梁
新
設
改
良
費
と

し
て
犬
伏
橋
の
一
〇
九
万
円
、
兎
田
橋

の
二
三
万
円
も
計
上
さ
れ
た
。
・

⑨
消
防
費
は
五
四
一
万
円

　
そ
の
う
ち
小
型
ポ
ン
プ
購
入
費
と
し

て
二
台
九
三
万
円
が
計
上
、
下
山
、
田

野
倉
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
他
、
防

火
水
槽
建
設
費
補
助
金
と
し
て
、
田
野

倉
、
峠
、
小
荒
戸
、
千
年
、
寺
田
の
各

部
落
に
合
計
七
八
万
円
、
団
員
八
O
O

名
の
報
酬
費
が
八
六
万
円
、
消
防
道
路

開
設
と
し
て
池
尻
、
苧
島
ニ
ケ
所
で
二

八
万
円
が
主
た
る
も
の
。
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“
　
闘
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行
事
業
　
　
　
　
押
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経
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と
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担
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、

　
う
ち
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
（
起
債

の
繰
上
償
還
金
）
と
し
て
一
七
〇
万
円

火
葬
場
建
築
費
補
助
と
し
て
ニ
ケ
所
分

二
十
万
円
予
防
費
と
し
て
各
種
病
気
予

防
対
策
に
七
九
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

⑤
労
彷
費
は
四
七
一
万
円

　
主
な
る
も
の
は
失
業
対
策
費
の
三
二

二
万
円
（
延
三
百
人
、
原
材
料
費
九
十

万
円
等
）
で
あ
る
。

⑥
農
林
業
費
は
三
一
〇
六
万
円

　
こ
こ
で
は
ブ
ル
ト
！
ザ
ー
（
シ
ヤ
ベ

ル
ヵ
1
）
購
入
費
と
し
て
五
七
五
万
円

が
計
上
さ
れ
　
農
地
開
発
に
あ
た
る
計

画
で
あ
る
。
又
町
内
各
地
の
農
道
開
発

と
し
て
池
尻
、
田
野
倉
、
竹
所
、
諏
訪

峠
、
会
沢
、
田
代
、
蒲
生
、
菅
刈
、
千

年
、
池
の
畑
、
小
荒
戸
、
儀
明
等
総
事

業
費
と
し
て
一
五
〇
万
円
、
県
単
事
業

と
し
て
木
和
田
原
、
蓬
平
、
峠
等
で
四

〇
〇
万
円
が
あ
げ
ら
れ
、
他
に
公
団
造

林
費
と
し
て
福
島
地
区
、
海
老
地
区
三

五
町
歩
の
植
林
育
苗
に
四
〇
三
万
円
。

和
牛
種
付
料
六
〇
〇
頭
を
予
定
三
〇
万

円
を
見
込
ま
れ
て
い
る
。
又
病
害
虫
防

⑩
教
育
費
は
三
六
二
七
万
円

　
大
き
な
事
業
と
し
て
は
訪
平
分
校
の

改
築
（
一
階
七
〇
坪
、
二
階
五
六
坪
）

，
の
費
用
七
〇
〇
万
円
、
小
学
校
費
が
一

五
八
二
万
円
、
中
学
校
費
が
七
二
八
万

円
見
込
ま
れ
て
い
る
。
‘
ま
た
社
会
教
育

費
は
二
二
二
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

⑪
土
木
災
害
復
旧
費
は
六
四
四
万
円

　
主
な
る
も
の
は
一
般
災
害
復
旧
費
と

し
て
、
菅
刈
文
堂
橋
下
部
、
災
害
応
急

原
材
料
、
松
代
海
老
線
等
二
三
六
万
円

公
共
土
木
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
小
屋

丸
、
莇
平
、
蓬
平
等
に
合
計
二
七
二
万

円
。
公
共
農
林
災
害
復
旧
費
と
し
て
室

野
一
〇
九
万
円
、
松
代
一
五
万
円
が
そ

れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
る
。

②
公
債
費
は
六
二
七
万
円

　
こ
れ
は
昭
和
四
十
年
債
利
子
が
主
な

る
も
の
で
一
九
三
万
円
、
償
還
金
利
子

及
割
引
料
が
二
四
四
万
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

③
予
備
費
は
三
〇
万
円

以
上
が
主
な
る
事
業
内
容
と
事
業
経
費

の
概
略
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
度

議
会
定
例
会
開
か
る

去
る
三
月
八
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
り

予
算
議
会
と
称
せ
ら
れ
る
定
例
議
会
が

開
か
れ
た
。
こ
の
席
上
次
の
通
り
議
案

提
出
可
決
さ
れ
た
。

1。

旧
県
道
路
敷
を
町
道
に
認
定
（
松
代

　
松
之
山
線
の
う
ち
千
年
地
内
）

乞
旧
県
道
敷
を
町
道
に
認
定
存
置
（
松

　
代
、
池
尻
地
内
八
之
倉
線
）

3
町
道
の
認
定
変
更
に
つ
い
て

　
◎
変
更
前
　
え
り
～
福
島
橋
～
県
道

　
　
～
新
宅
～
最
ノ
上
～
県
道

　
◎
変
更
後
　
県
道
～
新
宅
～
最
ノ
上

　
　
～
新
宅
～
県
道
～
佐
越
橋
～
林
道

　
　
起

牛
松
代
町
農
業
共
済
事
業
に
係
る
出
納

　
そ
の
他
の
会
計
事
務
の
一
部
に
係
る

　
権
限
を
収
入
役
に
行
な
わ
せ
る
条
例

　
の
制
定
（
現
金
の
収
納
又
は
支
払
現

　
金
の
保
管
）
昭
和
四
〇
年
四
月
一
目

　
よ
り
施
行

臥
松
代
町
農
業
共
済
事
業
の
状
況
を
説

　
明
す
る
書
類
の
作
成
に
尉
す
る
条
例

　
の
制
定
（
昭
和
四
〇
年
四
月
一
日
か

　
か
ら
施
行
）

ぴ
昭
和
三
九
年
度
松
代
町
特
別
会
計
国

　
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
補

　
正
予
算
（
五
六
一
〇
万
円
）

乳
昭
和
三
九
年
度
松
代
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算

底
松
代
町
立
字
校
教
材
セ
ン
タ
ー
設
置

　
条
例
の
制
定
（
松
代
小
学
校
に
置
く

駄
農
業
共
済
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
）
昭
和
四
十
年
四
月

　
　
一
日
よ
り
施
行
）

m
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

　
約
改
正

11

松
代
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
1
2
松
代
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
部
改
正

13

松
代
町
固
定
資
産
税
臨
時
増
徴
条
例

　
の
制
定

14

松
代
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

　
改
正

15

松
代
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

　
　
一
部
改
正

16

松
代
町
役
場
位
置
変
更
条
例
の
制
定

17

営
造
物
の
設
置
に
つ
い
て

18

昭
和
四
十
年
度
松
代
町
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊂
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〈
歳

入
〉

へ
歳

出
〉

冬
越
し
作
物
の
共
同
学
習
（
皿
月
写
す
）

”
お
母
さ
ん
ガ
ン
バ
レ
H

町
内
各
地
の
婦
人
学
級
状
況

　
数
年
来
、
目
覚
ま
し
い
程
の
学
習
を

続
け
て
き
た
町
内
各
婦
人
学
級
が
、
三

十
九
年
度
も
又
新
し
い
間
題
を
追
い
続

け
て
、
県
命
に
学
習
を
行
っ
た
こ
と
は

各
方
面
に
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

派
手
な
活
動
よ
り
も
、
先
ず
自
分
の
足

が
大
地
に
根
を
お
ろ
し
た
も
の
で
あ
り

た
い
と
、
自
分
達
自
身
の
姿
を
見
付
め

自
分
達
自
身
の
考
え
を
確
か
め
て
き
た

こ
の
年
の
学
習
は
、
何
処
で
も
そ
れ
な

り
の
効
果
を
あ
げ
た
よ
う
だ
。

真
剣
に
自
分
の
間
題
点
を
出
し
あ
っ
て

よ
り
近
い
仲
間
作
り
を
や
っ
た
グ
ル
ー

プ
、
年
問
を
通
し
て
一
つ
の
間
題
を
深

く
掘
下
げ
て
い
っ
た
学
級
、
今
年
こ
そ

学
級
の
運
営
の
し
っ
か
り
し
た
基
礎
作

り
を
や
り
た
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
何
回

も
取
り
続
け
た
学
級
、
生
活
の
内
で
私

，
達
が
実
際
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

、
を
皆
で
や
ろ
う
と
誓
い
合
っ
た
学
級
と

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
真
剣
に
取
紺
ん
で

も
ら
っ
た
。
町
内
全
部
落
と
も
い
わ
れ

る
婦
人
学
級
が
、
生
産
学
習
に
の
み
重

き
を
置
い
た
従
来
の
学
習
内
容
か
ら
社

会
的
な
も
の
を
身
に
付
け
る
べ
く
努
力

す
る
型
に
変
り
つ
』
あ
る
の
は
時
代
の

一
つ
の
流
れ
だ
け
で
は
な
い
。

出
稼
ぎ
問
題
、
農
家
後
継
者
の
間
題
、

人
手
不
足
か
ら
く
る
農
業
経
営
の
間
題

三
才
児
教
育
の
間
題
等
、
深
く
掘
下
げ

て
み
る
と
、
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
一
年
間
の
学
習
状
態
だ
っ
た
。

婦
人
の
学
皆
が
何
を
狙
え
ば
い
い
の
か

と
い
う
根
本
的
な
も
の
へ
の
反
省
と
共

に
、
又
新
し
い
年
度
の
学
習
計
画
が
各

学
級
と
も
組
ま
れ
て
い
る
。

ノ



お
目
出
度
う
！
卒
業
生
諸
君

町
内
中
学
生

　
三
月
も
中
旬
を
過
ぎ
た
十
六
日
、
町

内
各
中
学
校
の
ト
ツ
プ
を
切
っ
て
松
代

中
学
校
の
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
た
。
町

内
各
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
、
十
八
日
は

山
平
中
学
校
、
奴
奈
川
中
学
校
、
孟
地

中
学
校
、
二
十
日
に
清
水
中
学
校
と
卒

業
式
が
挙
行
、
戦
後
っ
子
と
い
わ
れ
る

生
徒
が
希
望
も
新
た
に
義
務
教
育
の
学

窓
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
卒
業

後
の
進
路
を
み
る
と

昭
和
四
十
年
三
月
中
学
卒
業
生
進
路
表

　　　　家
五八四六六一事

一　　　 進

四三三　一六
九二四六一六学

三
三
四
名

就
職
を
職
業
別
に
み
る
と
、
店
員
四
十

四
名
、
工
員
二
十
七
名
、
紡
績
工
二
十

九
名
が
主
な
る
も
の
で
、
こ
れ
等
の
者

に
対
し
て
の
町
の
係
、
及
び
学
校
の
職

業
担
当
教
師
共
に
、
定
時
制
高
校
、
職

業
別
青
年
学
級
等
、
後
期
中
等
教
育
の

場
を
与
え
る
べ
く
、
各
方
面
に
強
力
に

呼
び
か
け
、
そ
の
万
全
に
努
力
を
は
ら

就
職
者

　
四
二

　
二
七

　
　
六

　
三
八

　
三
七

一
五
〇

っ
た
。
又
入
家
者
に
対
し
て
、
町
の
教

育
機
関
の
一
つ
で
あ
る
ラ
ジ
オ
農
業
学

校
に
入
校
を
す
～
め
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
対

策
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
指
導
に
の
り

出
し
た
。

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

オ
レ
達
も
仲
間
づ
く
り
だ

松
代
中
学
校

孟
地
　
〃

清
水
　
〃

山
平
　
〃

奴
奈
川
〃

　
計

と
な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
高
校
進

学
率
も
や
～
の
び
て
き
た
。
又
年
々
減

少
を
み
る
家
事
従
事
者
希
望
も
今
年
は

三
十
五
名
を
数
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も

卒
業
後
、
別
の
職
業
に
つ
く
者
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
町
内
各
地
に
老
人
ク
ラ
プ

　
　
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
長
い
冬
場
の
す
っ
か
り
雪
に
と
ざ
さ

れ
た
町
内
部
落
の
あ
ち
こ
ち
に
、
今
年

ゆ
き
ズ
ヒ
　
　
　
　
　

ヘ
き
　
ラ
　
コ
ミ
モ
ロ
ヌ
ィ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

は
活
発
な
老
人
ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
か
発

足
し
た
。
と
か
く
老
人
の
あ
り
方
が
と

や
か
く
言
わ
れ
る
世
相
の
中
で
、
移
り

変
る
時
代
に
対
し
て
、
そ
の
立
場
と
あ

り
方
を
求
め
よ
う
と
、
同
一
部
落
の
六

十
五
才
以
上
の
人
達
が
集
り
、
何
か
意

義
の
あ
る
仲
間
づ
く
り
を
と
老
人
ク
ラ

ブ
を
結
成
、
そ
の
活
動
に
の
り
出
し
た

　
年
寄
り
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
、
又
楽
し
い
行
事
を
中
心
に
、
月
一

回
以
上
の
集
り
を
持
ち
、
お
亙
い
語
り

合
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に
若
さ
を

求
め
る
姿
を
今
年
は
各
所
に
見
る
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ブ
の
発

展
を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
。

畠
目
…
巨
目
匿
目
目
≡
≡
一
…
…
一
…
一
一
巨
…
5
隠
ぎ
…
≡
目
目
≡
』
＝
ヨ
…
…
晩
…
騙
…
鱒
…
…
≡
…
即
一
…
…
…
…
≡
脚
…
…
＝
＝
≡
旨
＝
…
巨
…
ヨ
…
巨
P
巨
≡
瞠
…
…
≡
…
…
…
【
…
…
…
B

昭和39年度婦人学級実績
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　　35．10．1現
隣組数国勢調査回　数

　　世帯数
延人員 時間数
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69
75
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65
43
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84
69
91
46
86
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　　　　　人
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　　477
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　　374

　　382

　　412
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8
5
4
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3
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5
5
4
5
6
3
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3
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5
3
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7
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1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
4

代
戸
平
刈
沢
丸
畑
山
年
尻
沢
水
山
平
山
老
伏
地
山
沢
子
島
倉
納
代
平
貫
峠
田
平
池
生
明
島
立
野
所
　
　
原

　
荒
屋
之
－
　
　
桐
野
み
訪
　
良
濁
峠
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

松
小
太
菅
田
小
池
下
千
池
会
清
桐
蓬
東
海
犬
孟
片
滝
中
苧
田
仙
田
あ
小
諏
寺
名
小
蒲
儀
福
奈
室
竹
　
　
木

2，438

　　℃

275計
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（6，

住
民
登
録
の
届
出
は

　
　
　
　
す
み
や
か
に

　
～
必
ら
ず
十
四
日
以
内
に

　
昭
和
二
十
七
年
に
住
民
登
録
が
出
来

て
今
年
で
十
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
、
今
ま
で

は
P
R
期
間
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、

あ
ま
り
嚴
重
な
罰
則
は
適
用
し
な
か
う

た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
は
嚴
重
に
取

締
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
次

の
こ
と
を
御
了
知
の
上
、
必
ず
十
四
目

以
内
に
届
出
を
済
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

転
入
届
i
松
代
町
以
外
の
市
区
町
村
か

　
　
ら
松
代
町
に
入
っ
て
住
所
を
定
め

　
　
た
場
合
に
届
出
る
も
の
で
、
用
紙

　
　
は
役
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑

　
　
と
転
出
証
明
書
（
配
給
関
係
の
も

　
　
の
で
通
称
移
動
証
明
と
も
言
う
）

　
　
を
持
っ
て
役
場
の
窓
ロ
ヘ
届
出
に

　
　
お
い
で
下
さ
い
。

　
　
出
稼
先
で
住
民
登
録
し
た
人
は
、

　
　
帰
る
時
必
ず
転
出
証
明
書
を
役
所

　
　
か
ら
貰
っ
て
き
て
役
場
へ
出
し
て

　
　
転
入
届
を
し
て
下
さ
い
。

転
居
届
－
松
代
町
の
中
で
住
所
を
か
え

　
　
た
場
合
の
こ
と
で
、
例
え
ば
千
年

　
　
か
ら
田
沢
へ
嫁
に
い
っ
た
と
か
、

　
　
転
勤
で
田
野
倉
か
ら
室
野
へ
移
っ

　
　
た
よ
う
な
場
合
で
す
。
用
紙
は
役

　
　
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

　
　
印
鑑
だ
け
を
持
っ
て
役
場
の
窓
ロ

　
　
ヘ
お
い
で
下
さ
い
。

世
帯
主
変
更
届
－
今
ま
で
世
帯
主
だ
っ

　
　
た
者
が
死
亡
し
た
と
か
、
他
へ
転

　
　
出
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
老
令
に

　
　
な
っ
て
代
る
よ
う
な
場
合
で
、
い

　
　
わ
ゆ
る
世
帯
主
が
変
更
に
な
る
場

　
　
合
の
届
出
で
す
。
用
紙
は
役
場
に

　
　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑

　
　
だ
け
を
持
っ
て
役
場
の
窓
ロ
ヘ
お

　
　
い
で
下
さ
い
。

　
住
民
登
録
の
有
無
は
住
所
の
決
定
要

件
で
す
。
選
挙
権
、
国
民
健
康
保
険
、

就
学
、
登
記
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
等
の

免
許
、
失
業
保
険
等
に
深
い
関
係
が
あ

り
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票
の
謄
抄
本
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
証
等
は
住
民
登

録
が
し
て
な
け
れ
ば
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

昌
ヨ
目
、
題
畏
目
3
轟
＝
昌
＝
6
昌
＝
・
一
一
■
＝
・
冨
呂
＝
・
詔
ヨ
留
・
■
昌
■
■
1
＝
目
巴
＝
ー
－
冒
冒
＝
＝
＝
謬
冒
盟
一

雪
の
中
で
の
珠
算
検
定

　
去
る
二
月
二
十
一
日
、
松
代
中
学
校

を
会
場
に
第
九
回
の
商
工
会
珠
算
検
定

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
吹
雪
の
中

を
町
内
各
学
校
珠
算
塾
の
児
童
生
徒
約

四
百
五
十
名
は
、
早
朝
よ
り
会
場
に
つ

め
か
け
、
日
頃
の
努
力
と
練
習
を
こ
の

日
に
と
意
気
ご
ん
で
い
る
有
様
に
、
関

係
者

一
同
喜
び
合
っ
た
。
尚
合
格
者
は

百
六
拾
四
名
に
の
ぼ
り
、
今
後
益
々
発

展
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。

各
級
の
合
格
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
級

三
級

八七六五四
級級級級級

　
　
　
四
名

市
川
　
文
子
（
松
小
小
屋
丸
分
）

仲
村
　
節
子
（
山
平
中
学
校
）

市
川
ト
シ
子
（
松
代
中
学
校
）

白
井
　
松
枝
（
松
代
高
校
）

　
　
十
六
名

室
岡
い
つ
子
（
北
山
小
学
校
）

樋
口
　
晴
美
（
　
〃
　
）

関
谷
小
百
合
（
松
小
菅
刈
分
校
）

若
山
　
俊
弘
（
蒲
生
小
学
校
）

菅
井
　
　
操
（
　
　
〃
　
　
）

丸
山
　
洋
子
（
　
　
〃
　
　
）

茂
野
　
孝
蔵
（
清
水
小
学
校
）

万
羽
み
き
え
（
　
　
〃
　
　
）

秋
山
千
穂
子
（
　
　
〃
　
　
）

片
桐
　
輝
夫
（
　
　
〃
　
　
）

山
岸
　
涼
子
（
蒲
小
寺
田
分
校
）

相
沢
　
一
男
（
関
谷
定
一
郎
塾
）

若
井
き
ぬ
え
（
松
小
蓬
平
分
校
）

関
谷
　
春
水
（
蒲
小
儀
明
分
校
）

斉
木
　
幸
子
（
鈴
木
美
江
子
塾
）

高
橋
　
　
勝
（
松
代
中
学
校
）

　
　
二
十
一
名

　
　
三
十
七
名

　
　
四
十
五
名

　
　
二
十
五
名

　
　
十
五
　
名

リ
ノ〆
チ

・
轟
璽
　
響

　
、
睾

9
三
三
三
唱
三
三
圏
三
画
簡
…
…
蟹
喜
三
三
…
三
一
三
三
…
三
冒
量
ξ
…
ξ
畠
昌
三
三
…
岬
三
一
曽
｝
…
ξ
う
畠
言
一
…
三
三
巨
噛
茎
三
三
三
一
…
剛
”
葛
‘
言
…
一
誓
鱒
畠
醐
7
麟
9
隔
…
一
一
一
－
曜
僑
目
一
i
7

＼
㌧
◎
尽

、
　
　
　
，

帆
＼
＼
気

ヤ
、

　
↑
亀

ψ
．
1
‘

支
芸
賢

び
会
ら
歌
わ
月
さ
2

◎
雪
し
ず
れ
し
き
り
に
落
つ
る
雑
木
山

　
に
か
け
す
幾
羽
か
声
透
り
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

◎
雪
の
間
を
出
た
る
水
は
黒
々
と
う
ね

　
り
つ
つ
ま
た
雪
の
間
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

◎
は
ら
か
ら
に
相
容
れ
ぬ
児
の
何
か
間

　
ふ
す
く
な
き
言
葉
は
殺
す
べ
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
文
雄

◎
吹
く
嵐
小
止
み
と
な
り
し
青
空
を
ち

　
ぎ
れ
し
白
雲
馳
け
る
ご
と
飛
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
，
芳
平

◎
出
稼
の
夫
へ
の
文
に
書
き
添
え
ぬ
牝

　
牛
の
生
（
あ
）
れ
て
健
や
か
な
り
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
と
く
え

◎
冬
の
菜
を
青
く
茄
で
つ
つ
老
い
母
の

一
カ
ロ
リ
ー
多
し
と
ほ
ほ
え
み
て
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
玉
乃

◎
誰
か
ひ
と
り
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
教
務

　
室
梅
ほ
こ
ろ
び
て
春
を
告
げ
な
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
文
雄

◎
次
ぎ
つ
ぎ
と
仕
事
に
追
わ
る
る
日
日

　
に
し
て
ふ
と
か
す
め
ゆ
く
空
虚
感
あ

　
り
。
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
芳
平

◎
今
朝
三
時
仔
牛
の
雌
の
生
ま
れ
い
で

　
夫
出
稼
の
家
も
春
め
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
と
く
え

◎
異
吹
く
嵐
に
ト
ピ
は
抗
し
か
ね
つ
ば

　
さ
を
た
わ
め
揺
れ
る
が
に
浮
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
芳
平

◎
ボ
ー
ナ
ス
を
得
し
記
念
に
と
教
え
子

　
が
は
る
ば
る
贈
り
し
辞
書
重
々
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

◎
炉
炬
燵
の
粉
火
ぬ
く
し
と
掘
り
お
こ

　
し
ほ
り
お
こ
し
顔
を
よ
せ
て
あ
た
る

　
も
。
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
文
雄

◎
サ
ブ
リ
ツ
ク
に
ラ
ジ
オ
を
秘
め
し
青

　
年
と
逓
送
隊
と
雪
道
を
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

◎
川
面
を
低
く
飛
び
来
し
鴨
の
群
橋
に

　
か
か
り
て
高
度
を
保
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

　
さ
わ
ら
び
短
歌
会
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
は
、
こ

こ
に
歌
を
発
表
し
て
い
る
誰
か
に
御
連

絡
下
さ
い
。

〆


